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リスクを安心に変えるために 亡父が教えてくれたこと

素材の形や味を活かした嚥下食の提供 リハビリは環境を整えたうえで指導をする

湖水荘は、窓からは岩木山とそれに
続く緑が見え、訪問・通所リハビリ、
通所介護、居宅介護支援を運営する自
然に囲まれた施設です。リスクマネ
ジャーになって５年になりますが、講
習時からリスクの種類も増えており、最
近は施設内での事故はもとより、不審
者、交通事故も考慮しなければなりま
せん。
不審者といっても、一見して判断で
きない場合もあります。目立って侵入し
てくるとは限りません。面会者を装う、または面会
者に紛れて入ってくることもあります。面会者にはど
の職員も挨拶の声をかけるようにしています。「有事
にはまず通報」をマニュアルに記載し、夜間に異変
がカメラに映れば、通報するようにしています。
また、地方では移動手段の多くが車です。高齢

老健施設のケアマネジャーとして、入
所前面接から退所までご利用者に関わ
り、支援しています。最近改めて重要
だと痛感したことが１つあります。それ
は「本人の思い」です。
私がこの原稿執筆を打診されたのは、
実父の葬儀を終えた１週間後でした。
運命を感じました。亡父は、昔から日
本百名山の登山や四国八十八箇所を徒
歩で巡る等、常に目標をもちながら生
きてきました。間質性肺炎で余命宣告
を受けてもなお、在宅で酸素3.5Lをつ
けて、歩いてトイレへ通いました。
しかし４月下旬に急性増

ぞう

悪
あく

で救急搬送され、酸
素 10Ｌのベッド上の生活となりました。医師や家族
が身体の負担を考えて、尿道留置カテーテルやオム
ツ排泄を勧めても、尿意があれば自力で起き上がり
尿器を使いました。そのたびに動脈血酸素飽和度

老健施設の管理栄養士の課題は、ご利用者にお
いしく食事をしていただき、栄養状態の改善や維持
をしていくことです。
毎日の業務で、大切にしていることはミールラウン
ドです。ご利用者が食事をしているのを見たり、お
話を聞いたり、現場職員から意見を聞くこともできま
す。なかでも嚥下食は常食と違い、形
が分からなくなってしまうため、食欲低
下につながる要因になりやすく、経口
摂取の大きな課題です。
またご利用者によっては餅やこんにゃ
く、筍などは誤嚥のリスクがあり、提
供できない食材もあります。そこで、当
施設の歯科衛生士や厨房職員と嚥下食
について取り組みを行い、素材の形や
味を活かした嚥下食の提供が可能であ
ることを知り、当施設でも取り入れてい
きたいと思いました。

リハビリという言葉に皆さんはどういう印象をもっ
ているでしょうか。私自身は「リハビリ室で行う平行
棒を使った歩行練習や、ベッド上でのストレッチ」と
思っていました。しかし、老健施設に勤めてから考
えが変わりました。
当施設では在宅復帰をめざして、自立支援におお
いに力を入れています。自立支援を意識
し始めて私のリハビリに対する考え方や
働き方も変わってきました。リハビリは
ご利用者にとっては、「受けるというよ
り、自ら行えるようにするもの」で、職
員にとっては「単に提供するだけのもの
ではなく、環境を整えたうえで指導をす
るもの」。ご利用者が自分でリハビリを
していけるよう、心身ともに支え、指導
することが当施設のリハビリ職の役目だ
と思うようになりました。

者の自動車運転、自転車や猫の飛び出
しもあり、送迎中の思わぬ交通事故に
注意は重要です。昨年度は施設車にド
ライブレコーダーを取りつけました。相
手があることなので、こちらさえ気をつ
けていれば大丈夫、というわけにはい
きません。
さらに職員が運転の講習会に出席し、

研修したことを他の職員へ伝達する施
設内講習も行っています。「かもしれな
い」と危機感をもって理解していれば、

防げることも増えていきます。
リスクマネジャーは知識、問題を事前に防ぐこと、
そして起こったことに適切に対応することが必要で、
難しい仕事だと思います。さまざまなリスクを事前に
検討して可能な限り取り除き、安心して利用するこ
とができる施設にしたいと思っております。

が 60％台まで下がります。それ程の苦
痛のなかでも本人は最期まで、自分の
尊厳を保ちたかったのです。
決してカテーテル挿入やオムツ交換を
否定しているのではありません。一般
論に固執せず、「本人がどのようにした
いか（なりたいか）」に着目し、その思
いを尊重する姿勢が大切であると父は
身を以て教えてくれたと思います。
「本人らしさとは何か」。今後、看取り
ケアも増えていくなか、この経験をご
利用者、ご家族への支援に役立ててい

きたいです。
施設ケアマネ不要論がささやかれていますが、い
なくなれば誰が多職種を結束させ同じ方向（ご利用
者本位のケアや目標）に向けて舵を取っていくので
しょうか。その役目を担う者こそが施設ケアマネで
ありたいです。

今年４月に当施設で行ったイベントでは、この嚥
下食のブースを作り、ご利用者・ご家族・ご近所の
方々・職員に試食していただきました。メニューは
大福・たこやき・お雑煮・筍の土佐煮・イカ焼きです。
どれも舌で潰せる柔らかさです。
ご利用者のなかには久しぶりにお餅が食べられた

と涙を流して喜ぶ方もおられました。
職員からも「見た目もよいし、柔らかい
ので食べやすい」「これならみなさんに
同じ食材を提供できるのでは」という
意見がありました。
また、当施設では誤嚥性肺炎を防ぐ
ために、細菌カウンターを導入して、歯
科衛生士と口腔内の環境改善に取り組
んでいます。
今後も多職種と連携して、よりよい食
事の提供ができるよう努めていきたい
と思います。

現状ではまだまだ「リハビリ＝マッサージ」ととら
えている方も多く、ベッド上のリハビリが中心になっ
ている場面もありますが、リハビリ以外の時間の自
主練習や、集団での体操などを習慣化する取り組み
を行っています。以前はリハビリを受ける方だけがリ
ハビリ室にいて、その他の方は居室や食堂にいまし

た。しかし、いまでは居室で寝ている
方が少なく、多くの方がリハビリ室や廊
下などのスペースで、歩行練習や重

じゅう

錘
すい

バンド運動、塗り絵・計算課題など、さ
まざまな活動に取り組んでいます。
熱心に自主練習に取り組まれる姿を
見ると、私も理学療法士としてモチベー
ションが上がります。自主練習の指導や
アドバイスを行うことで、ご利用者ので
きることが増え、生活が活気づいていく
ことに、とてもやりがいを感じています。
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